
 

京都市中京区丸太町通七本松西入 

分科会：１０:３０～１２:００ （詳細は裏面） 

１ 知ってまもってイキイキと～私たちの母性といきかた～ 小椋芳子さん（大阪自治労連母性保護講師団） 

2 自然エネルギーへの転換で原発ゼロへ 歌川学さん（産業技術研究所主任研究員） 

3 ヨガで心も体もリフレッシュ！ ＊30 人限定 佐山里佳さん ＊バスタオルと体操のできる服装 

・どなたでも参加できます。 

・保育、手話通訳：要予約 申し込み締切：２月１２日（水） 

 

主催 ● 第 53 回 はたらく女性の京都集会実行委員会
  ℡ ● ０７５－７５２－００１１（京都教職員組合気付） 

記念講演 

「よく働くペテン師たちの話」 
この日本という国に、世界最強の憲法があるにもかかわらず、 

なぜそれを生かすことができないのか？ 

広島文化賞を受賞したアメリカ人が、 

権力とコマーシャルのからくりを楽しく、鋭く語ります。 

アーサー・ビナードさん（詩人・俳人・随筆家・翻訳家） 

交流：京都ではたらく女性のたたかいのひろば 

プロフィール アーサー・ビナード（Arthur Binard）さん 

1967 年、米国ミシガン州生まれ。ニューヨーク州のコルゲート大学で英米文学を学び、卒業と同時に来日、

日本語での詩作を始める。詩集『釣り上げては』（思潮社）で中原中也賞、絵本『ここが家だ――ベン・シャ

ーンの第五福竜丸』（集英社）で日本絵本賞を受賞。 
エッセイ集に『亜米利加ニモ負ケズ』（日本経済新聞出版社）、『日々の非常口』（新潮文庫）、絵本に『くうき

のかお』（福音館書店）、『ことばメガネ』（大月書店）、翻訳絵本に『ダンデライオン』『どんなきぶん？』（と

もに福音館書店）、『カエルもヒキガエルもうたえる』（長崎出版）、『ホットケーキできあがり！』（偕成社）、

詩集に『ゴミの日』（理論社）、翻訳詩集には『日本の名詩、英語でおどる』（みすず書房）など。 
文化放送「吉田照美 飛べ！サルバドール」と青森放送「土曜トモラジいいね」「サタデー横町」でパーソナ

リティーもつとめる。 



 

 

 

 

簡単なヨガで、普段の生活で凝り固まった身体を ゆっくりほぐしてはいかがですか？ 

＊30 人限定です。（当日、受付で整理券を配布） 

＊バスタオルと、運動できる服装をご用意下さい。 

 第５３回 

 
 
 
 

   

          

 

私たち女性の身体は、生まれながらに母性を備えており、女性ホルモンの影響を大

きく受けています。そのため、様々な制度の充実を求め権利を獲得してきました。し

かし、多忙化などで生理休暇も取れず、異常妊娠や流産、更年期障害など体調に影響

が…今こそ、身体の仕組みなどを学習し、働き方や生き方を見直しませんか。 

 

 

１ ２ 時 開 店  
アクセサリー、手作り小物、書籍、 

おやつ、コーヒー、お弁当など、昼食もおみやげも。

 

 

 

自然エネルギーで電気はまかなえる？「我慢でないスマートな節電」ってなに？ 

将来の環境・暮らしを守るエネルギーを選び、同時に地域産業・雇用にも貢献、家

庭の省エネだけでない国・地域のエネルギー全体の選択に関わる市民の役割、につい

て今、各地の学習会に引っぱりだこの歌川学さんと考えましょう。 
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